
2021 年度 第 1 回理事会議事録 

１．日時及び場所 2021 年 3 月 6 日（金）9:00～11:00 

 オンライン会議 

 

１．理事総数 11 名 

  出席理事数 11 名 古川宏、木暮祐一、大門樹、大森正子、小張敬之、川野常夫、 

渋谷雄、篠原一光、丁井雅美、長谷川聡、遊橋裕泰 

監事：伊藤肇、松沼正平  事務局：都築 

 

１．審議事項 議案 令和２年度 事業報告と収支決算の件 

 議案 令和３年度 事業計画と収支予算の件 

 議案 シンポジウムの件 

 議案 研究会の件 

 その他 

 

１．議事の経過の概要及び議決の結果 

 上記のとおり理事 11 名が出席したので、理事古川宏が選ばれて議長となり、議長席に着

き、議案の審議に入った。 

 

議案 令和２年度事業報告と収支決算の件 

 まず、令和２年度会員動向について事務局から報告がなされた。その後、令和２年度会

計報告が事務局より報告がなされ、全員異議なく承認した。続いて、令和２年度事業報告

について事務局より事業毎の報告がなされ、全員異議なく承認した。 

 

議題 令和３年度事業計画と収支予算の件 

令和３年度会事業計画について事務局より説明があり、議長がこれを議場に諮ったとこ

ろ、全員異議なく承認した。続いて、令和３年度会計収支予算について事務局より説明が

あり、議長がこれを議場に諮ったところ、全員異議なく承認した。 

→資料修正：前期繰越正味財産額△54,684、次期繰越正味財産合計 215,316 

 

議題 シンポジウムの件 

「モバイル’21」の担当理事 大森正子より、社会情勢を鑑み、オンライン開催とする。開

催時期は 8 月、研究会と同時開催が提案された。協議の結果、開催時期は 7 月とすること

になり、研究会の同時開催については継続事案となった。テーマについては、学会の持つ

多様性に注目して検討することとなった。 

議場で提案されたキーワードは以下の通り。 



教育：GIGA スクール構想、オンライン授業、ハイブリッド 

医療：オンライン診察 

社会：スマホアプリ、学生間アプリのユーザー急増、スマートシティ 

 

議題 研究会の件 

第 28 回モバイル研究会（担当理事 渋谷）は、シンポジウム「モバイル’21」と同時開催

する予定となった。第 29 回モバイル研究会の担当理事 篠原より、来年度 3 月に「日本認

知心理学会全国大会」と共催することが提案され、全員異議なく承認した。 

 

その他 

今後のモバイル学会の方向性について、活発な議論がなされた。また、事務局の移転等

を含めた具体的な運営方法については、継続議題となった。 

 

１．議事録署名人の選任に関する事項 

 議長から、議事録署名人として、理事 渋谷雄と理事 長谷川聡の 2 名を選任したいとの

提案があり、これを議場に諮ったところ、全員異議なく承認した。 

 

議長は、以上をもって本日の議案の審議を全て終了した旨を述べ、11 時 00 分に閉会した。 

以上の議事の経過の概要及び議決の結果を明確にするため、この議事録を作成し、議長な

らびに議事録署名人が記名押印する。 

 

 

令和 3 年 3 月 6 日 

特定非営利活動法人モバイル学会 

 

議長： 古川宏 

 

 

議事録署名人： 渋谷雄 

 

 

議事録署名人： 長谷川聡 


